
底質の評価

項目 検証結果 評 価

底質の経年変化の検証結果及び評価

項目 検証結果 評 価
堰運用
前の底
質状

• 河口堰運用前から、河口付近ではシルト・粘土が堆
積している箇所が見られた。これは、河口域の地形
特性 び流動特性など も 考 れ

• 長良川の河口域は、河
口堰の有無によらず、
細粒分 有機物質が堆質状況 特性及び流動特性などによるものと考えられる。

• 河口堰運用前から、長良川の川底には、砂の層と、
有機物を含む黒色のシルト・粘土の層が互層を成し
て堆積している

細粒分や有機物質が堆
積しやすい場所である。
また、過去から平常時
の細粒分 有機物質のて堆積している。 の細粒分・有機物質の
堆積と、出水時の洗掘
や砂等の堆積、移動を
繰り返しており 河口

底質経
年変化

• 河口堰運用後の底質は、地点及び経年的に変動が見
られ、平常時の細粒分・有機物の堆積、出水時にお

繰り返しており、河口
堰運用前と比較して一
方的に細粒分(粘土、シ
ルト)が増加している傾

ける一部洗掘や砂の堆積、移動などにより、底質が
更新されていると考えられる。

• 河口堰運用前と比較して底質が一方的に細粒分が増
傾向 ず 流 も砂 礫 ルト)が増加している傾

向は見られない。

• 従って、河口堰の影響
により経年的に細粒分

加している傾向は見られず、堰上下流とも砂・礫の
割合が高くなる傾向が見られる。

底質の • 河口堰運用前後において、細粒分、強熱減量、酸化 により経年的に細粒分
(粘土、シルト)の増加
が継続しているとは認
められない

底質の
項目間
の関係

河口堰運用前後において、細粒分、強熱減量、酸化
還元電位の関係を比較した結果、細粒分が多い底質
は、強熱減量の値が高く、その結果、酸化還元電位
が低い傾向にあり、この傾向は河口堰の運用前後で
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められない。低 傾向 あり、 傾向は河 堰 運用前後
変化は見られない。



底質の評価

今後の課題

• 今後も底質調査を継続し、状況の把握並びに監視に努める。

今後の課題
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